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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行ない表示結果を導出表示し、表示
結果として予め定められた特定表示結果が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特
定遊技状態に制御する遊技機であって、
　所定の動作を行なう可動部材と、
　遊技状態を制御するとともに遊技機で異常が発生したときに異常報知指定コマンドを送
信する遊技制御手段と、
　前記異常報知指定コマンドを受信する毎に、音声報知手段を制御して、前記異常報知指
定コマンドに基づく音声による異常報知を所定の報知許容期間において行なう異常報知制
御手段と、
　遊技機への電力供給が停止しても所定期間記憶内容を保持可能であり、制御を行なう際
に発生する変動データを記憶する変動データ記憶手段と、
　遊技機への電力供給が開始されたときに、所定条件の成立に基づいて前記変動データ記
憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段と、
　前記初期化手段によって前記初期化処理が実行されたことに基づいて、初期化報知を実
行する初期化報知手段と、
　遊技機への電力供給が開始されたことに基づいて、前記可動部材の初期動作を実行する
初期動作実行手段とを備え、
　前記初期化報知手段は、前記初期化報知の実行中に前記識別情報の可変表示が開始され
るときには、当該識別情報の可変表示とともに前記初期化報知を実行し、
　前記初期動作実行手段は、
　前記初期化報知手段による前記初期化報知の実行を終了した後に、前記可動部材の初期
動作を実行し、
　前記可動部材の初期動作を開始するにあたって前記識別情報の可変表示が実行されてい
るときには、当該識別情報の可変表示とともに前記可動部材の初期動作を実行し、
　前記異常報知制御手段は、前記異常報知指定コマンドを新たに受信した際、前記異常報
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知制御手段が先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく異常報知を行なっている場合
に、新たに受信した異常報知指定コマンドと先に受信済みの異常報知指定コマンドとの予
め定められた優先順位を比較する比較手段を含み、
　前記異常報知制御手段は、
　　前記比較手段によって比較された結果、新たに受信した異常報知指定コマンドと先に
受信済みの異常報知指定コマンドとが同じ優先順位である場合または新たに受信した異常
報知指定コマンドが先に受信済みの異常報知指定コマンドよりも優先順位が低い場合に、
先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく報知が終了した時点で、新たに受信した異
常報知指定コマンドに基づいた異常報知の前記報知許容期間が経過していなければ、新た
に受信した異常報知指定コマンドに基づく報知を開始し、
　　前記異常報知指定コマンドを受信した際、前記初期化報知手段が前記初期化報知を実
行している場合に、前記初期化報知が終了した時点で、受信した異常報知指定コマンドに
基づいた異常報知の前記報知許容期間が経過していなければ、受信した異常報知指定コマ
ンドに基づく報知を開始する、遊技機。
【請求項２】
　各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を行ない表示結果を導出表示し、表示
結果として予め定められた特定表示結果が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特
定遊技状態に制御する遊技機であって、
　所定の動作を行なう可動部材と、
　遊技状態を制御するとともに遊技機で異常が発生したときに異常報知指定コマンドを送
信する遊技制御手段と、
　前記異常報知指定コマンドを受信する毎に、音声報知手段を制御して、前記異常報知指
定コマンドに基づく音声による異常報知を所定の報知許容期間において行なう異常報知制
御手段と、
　遊技機への電力供給が停止しても所定期間記憶内容を保持可能であり、制御を行なう際
に発生する変動データを記憶する変動データ記憶手段と、
　遊技機への電力供給が開始されたときに、所定条件の成立に基づいて前記変動データ記
憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段と、
　前記初期化手段によって前記初期化処理が実行されたことに基づいて、初期化報知を実
行する初期化報知手段と、
　遊技機への電力供給が開始されたことに基づいて、前記可動部材の初期動作を実行する
初期動作実行手段とを備え、
　前記初期動作実行手段は、
　前記初期化報知手段による前記初期化報知の実行を終了した後に、前記可動部材の初期
動作を実行し、
　前記可動部材の初期動作を開始するにあたって前記識別情報の可変表示が実行されてい
るときには、前記可動部材の初期動作の実行を制限し、
　前記異常報知制御手段は、前記異常報知指定コマンドを新たに受信した際、前記異常報
知制御手段が先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく異常報知を行なっている場合
に、新たに受信した異常報知指定コマンドと先に受信済みの異常報知指定コマンドとの予
め定められた優先順位を比較する比較手段を含み、
　前記異常報知制御手段は、
　　前記比較手段によって比較された結果、新たに受信した異常報知指定コマンドと先に
受信済みの異常報知指定コマンドとが同じ優先順位である場合または新たに受信した異常
報知指定コマンドが先に受信済みの異常報知指定コマンドよりも優先順位が低い場合に、
先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく報知が終了した時点で、新たに受信した異
常報知指定コマンドに基づいた異常報知の前記報知許容期間が経過していなければ、新た
に受信した異常報知指定コマンドに基づく報知を開始し、
　　前記異常報知指定コマンドを受信した際、前記初期化報知手段が前記初期化報知を実
行している場合に、前記初期化報知が終了した時点で、受信した異常報知指定コマンドに
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基づいた異常報知の前記報知許容期間が経過していなければ、受信した異常報知指定コマ
ンドに基づく報知を開始する、遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（手段１）本発明による遊技機は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（たとえば、演
出図柄）の可変表示を行ない表示結果を導出表示し、表示結果として予め定められた特定
表示結果（たとえば、大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者にとって有利な特定遊
技状態（たとえば、大当り遊技状態）に制御する遊技機であって、
　所定の動作を行なう可動部材（たとえば、第２の実施の形態における可動部材７８や演
出羽根役物７９ａ，７９ｂなどの役物）と、
　遊技状態を制御するとともに遊技機で異常（たとえば、図４７、図５７参照）が発生し
たときに異常報知指定コマンドを送信する遊技制御手段（たとえば、遊技制御用マイクロ
コンピュータ５６０、特に、図１４のステップＳ２３～ステップＳ２７，ステップＳ４２
、図２７、図３１を実行する部分）と、
　異常報知指定コマンドを受信する毎に、音声報知手段（たとえば、音声出力基板７０）
を制御して、異常報知指定コマンドに基づく音声による異常報知を所定の報知許容期間に
おいて行なう異常報知制御手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００、特
に、図４１，図５０のステップＳ７０７、図４５，図５３のステップＳ３００２、図４５
，図５４のステップＳ３０１２、図４６，図５５のステップＳ３０２２、図４６のステッ
プＳ３０２７、図５６のステップＳ３０４２を実行する部分）と、
　遊技機への電力供給が停止しても所定期間記憶内容を保持可能であり、制御を行なう際
に発生する変動データを記憶する変動データ記憶手段（たとえば、バックアップＲＡＭと
してのＲＡＭ５５）と、
　遊技機への電力供給が開始されたときに、所定条件の成立（たとえば、クリアスイッチ
のオン）に基づいて変動データ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初
期化手段（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０における図１２のステップ
Ｓ１０を実行する部分）と、
　初期化手段によって初期化処理が実行されたことに基づいて、初期化報知を実行する初
期化報知手段（たとえば、第２の実施の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ
１００における図５３のステップＳ３１０１～Ｓ３１１１を実行する部分）と、遊技機へ
の電力供給が開始されたことに基づいて、可動部材の初期動作を実行する初期動作実行手
段（たとえば、第２の実施の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ１００にお
ける図５０のステップＳ７０８を実行する部分）とを備え、
　初期化報知手段は、初期化報知の実行中に識別情報の可変表示が開始されるときには、
当該識別情報の可変表示とともに初期化報知を実行し（たとえば、第２の実施の形態にお
いて、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図５１のステップＳ８２６１，図５２
のステップＳ８４８１でＹのとき図５１のステップＳ８２６２，図５２のステップＳ８４
８２を実行することにより、演出図柄の変動表示を実行する場合であっても初期化報知の
ランプ表示および音出力を継続する）、
　初期動作実行手段は、初期化報知手段による初期化報知の実行を終了した後に、可動部
材の初期動作を実行し（たとえば、第２の実施の形態において、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００は、図５８のステップＳ３５０２でＹと判定したことを条件に図５８のス
テップＳ３５０３以降の処理に移行して役物の初期動作を実行する）、
　可動部材の初期動作を開始するにあたって識別情報の可変表示が実行されているときに
は、当該識別情報の可変表示とともに可動部材の初期動作を実行し（たとえば、第２の実
施の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、役物初期動作処理におい
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て図５８のステップＳ３５０３でＮのとき演出図柄の変動表示中であるか否かにかかわら
ず図５８のステップＳ３５０４以降の処理に移行して役物の初期動作を開始する）、
　異常報知制御手段は、異常報知指定コマンドを新たに受信した際、異常報知制御手段が
先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく異常報知を行なっている場合に、新たに受
信した異常報知指定コマンドと先に受信済みの異常報知指定コマンドとの予め定められた
優先順位（たとえば、図５７参照）を比較する比較手段（たとえば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００における図５３のステップＳ３００１Ｄ、図５４のステップＳ３０１
１Ｄ、図５５のステップＳ３０２１Ｄ、図５６のステップＳ３０４１Ｄを実行する部分）
を含み、
　異常報知制御手段は、
　　比較手段によって比較された結果、新たに受信した異常報知指定コマンドと先に受信
済みの異常報知指定コマンドとが同じ優先順位である場合または新たに受信した異常報知
指定コマンドが先に受信済みの異常報知指定コマンドよりも優先順位が低い場合（たとえ
ば、図５３のステップＳ３００１、図５４のステップＳ３０１０、図５５のステップＳ３
０２０、図５６のステップＳ３０４１でいずれかの異常報知指定コマンドが受信されたと
きに、図５３のステップＳ３００１Ｃ、図５４のステップＳ３０１１Ｃ、図５５のステッ
プＳ３０２１Ｃ、図５６のステップＳ３０４１Ｃでいずれかの異常が報知中であると判断
された場合、図５３のステップＳ３００１Ｄ、図５４のステップＳ３０１１Ｄ、図５５の
ステップＳ３０２１Ｄ、図５６のステップＳ３０４１Ｄで報知中の異常よりも受信された
異常報知指定コマンドの異常の優先順位が高くないと判断された場合）に、（たとえば、
受信された異常の報知は開始されず保留され、図５３のステップＳ３００１Ｇ、図５４の
ステップＳ３０１１Ｇ，ステップＳ３０１４、図５５のステップＳ３０２１Ｇ，ステップ
Ｓ３０２５、図５６のステップＳ３０４１Ｇ，ステップＳ３０４４で異常報知期間のみが
開始され、）先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく報知が終了した時点で、新た
に受信した異常報知指定コマンドに基づいた異常報知の報知許容期間が経過していなけれ
ば（たとえば、図５４のステップＳ３００６、図５５のステップＳ３０１６、図５６のス
テップＳ３０３６で異常報知タイマが減算され、図５３のステップＳ３００１Ａ、図５４
のステップＳ３０１１Ａ、図５５のステップＳ３０２１Ａ、図５６のステップＳ３０４１
Ａで未だ異常報知期間であると判断されているときに、図５３のステップＳ３００１Ｃ、
図５４のステップＳ３０１１Ｃ、図５５のステップＳ３０２１Ｃ、図５６のステップＳ３
０４１Ｃで優先順位の高い報知中の異常が行なわれていない、つまり終了したと判断され
た場合）、新たに受信した異常報知指定コマンドに基づく報知を開始し（たとえば、図５
３のステップＳ３００２、図５４のステップＳ３０１２、図５５のステップＳ３０２２，
ステップＳ３０２３、図５６のステップＳ３０４２で開始が保留されていた異常報知が開
始される。）、
　　異常報知指定コマンドを受信した際、初期化報知手段が初期化報知を実行している場
合（たとえば、図５３のステップＳ３００１、図５４のステップＳ３０１０、図５５のス
テップＳ３０２０、図５６のステップＳ３０４１でいずれかの異常報知指定コマンドが受
信されたときに、図５３のステップＳ３００１Ｂ、図５４のステップＳ３０１１Ｂ、図５
５のステップＳ３０２１Ｂ、図５６のステップＳ３０４１Ｂで初期化報知中であると判断
された場合）に、（たとえば、受信された異常の報知は開始されず保留され、図５３のス
テップＳ３００１Ｇ、図５４のステップＳ３０１１Ｇ，ステップＳ３０１４、図５５のス
テップＳ３０２１Ｇ，ステップＳ３０２５、図５６のステップＳ３０４１Ｇ，ステップＳ
３０４４で異常報知期間のみが開始され、）初期化報知が終了した時点で、受信した異常
報知指定コマンドに基づいた異常報知の報知許容期間が経過していなければ（たとえば、
図５４のステップＳ３００６、図５５のステップＳ３０１６、図５６のステップＳ３０３
６で異常報知タイマが減算され、図５３のステップＳ３００１Ａ、図５４のステップＳ３
０１１Ａ、図５５のステップＳ３０２１Ａ、図５６のステップＳ３０４１Ａで未だ異常報
知期間であると判断されているときに、図５３のステップＳ３００１Ｂ、図５４のステッ
プＳ３０１１Ｂ、図５５のステップＳ３０２１Ｂ、図５６のステップＳ３０４１Ｂで初期
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化報知中でない、つまり初期化報知が終了したと判断された場合）、受信した異常報知指
定コマンドに基づく報知を開始する（たとえば、図５３のステップＳ３００２、図５４の
ステップＳ３０１２、図５５のステップＳ３０２２，ステップＳ３０２３、図５６のステ
ップＳ３０４２で開始が保留されていた異常報知が開始される。）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　そのような構成により、初期化処理が実行されたときに初期化報知と可動部材の初期動
作とにかかる電力消費を分散することができる。また、識別情報の可変表示が実行される
場合であっても初期化報知や可動部材の初期動作を実行することができる。
（手段２）本発明による遊技機の他の態様は、各々を識別可能な複数種類の識別情報（た
とえば、演出図柄）の可変表示を行ない表示結果を導出表示し、表示結果として予め定め
られた特定表示結果（たとえば、大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者にとって有
利な特定遊技状態（たとえば、大当り遊技状態）に制御する遊技機であって、
　所定の動作を行なう可動部材（たとえば、第２の実施の形態および第３の実施の形態に
おける可動部材７８や演出羽根役物７９ａ，７９ｂなどの役物）と、
　遊技状態を制御するとともに遊技機で異常（たとえば、図４７、図５７参照）が発生し
たときに異常報知指定コマンドを送信する遊技制御手段（たとえば、遊技制御用マイクロ
コンピュータ５６０、特に、図１４のステップＳ２３～ステップＳ２７，ステップＳ４２
、図２７、図３１を実行する部分）と、
　異常報知指定コマンドを受信する毎に、音声報知手段（たとえば、音声出力基板７０）
を制御して、異常報知指定コマンドに基づく音声による異常報知を所定の報知許容期間に
おいて行なう異常報知制御手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００、特
に、図４１，図５０のステップＳ７０７、図４５，図５３のステップＳ３００２、図４５
，図５４のステップＳ３０１２、図４６，図５５のステップＳ３０２２、図４６のステッ
プＳ３０２７、図５６のステップＳ３０４２を実行する部分）と、
　遊技機への電力供給が停止しても所定期間記憶内容を保持可能であり、制御を行なう際
に発生する変動データを記憶する変動データ記憶手段（たとえば、バックアップＲＡＭと
してのＲＡＭ５５）と、
　遊技機への電力供給が開始されたときに、所定条件の成立（たとえば、クリアスイッチ
のオン）に基づいて変動データ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初
期化手段（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０における図１２のステップ
Ｓ１０を実行する部分）と、
　初期化手段によって初期化処理が実行されたことに基づいて、初期化報知を実行する初
期化報知手段（たとえば、第２の実施の形態および第３の実施の形態において、演出制御
用マイクロコンピュータ１００における図５３のステップＳ３１０１～Ｓ３１１１を実行
する部分）と、
　遊技機への電力供給が開始されたことに基づいて、可動部材の初期動作を実行する初期
動作実行手段（たとえば、第２の実施の形態および第３の実施の形態において、演出制御
用マイクロコンピュータ１００における図５０のステップＳ７０８を実行する部分）とを
備え、
　初期動作実行手段は、初期化報知手段による初期化報知の実行を終了した後に、可動部
材の初期動作を実行し（たとえば、第２の実施の形態および第３の実施の形態において、
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、図５８，図５９のステップＳ３５０２でＹと
判定したことを条件に図５８，図５９のステップＳ３５０３以降の処理に移行して役物の
初期動作を実行する）、
　可動部材の初期動作を開始するにあたって識別情報の可変表示が実行されているときに
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は、可動部材の初期動作の実行を制限し（たとえば、第３の実施の形態において、演出制
御用マイクロコンピュータ１００は、役物初期動作処理において図５９のステップＳ３５
０３ＡでＹのとき図５９のステップＳ３５０４以降の処理に移行せず、役物の初期動作を
開始しない）、
　異常報知制御手段は、異常報知指定コマンドを新たに受信した際、異常報知制御手段が
先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく異常報知を行なっている場合に、新たに受
信した異常報知指定コマンドと先に受信済みの異常報知指定コマンドとの予め定められた
優先順位（たとえば、図５７参照）を比較する比較手段（たとえば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００における図５３のステップＳ３００１Ｄ、図５４のステップＳ３０１
１Ｄ、図５５のステップＳ３０２１Ｄ、図５６のステップＳ３０４１Ｄを実行する部分）
を含み、
　異常報知制御手段は、
　　比較手段によって比較された結果、新たに受信した異常報知指定コマンドと先に受信
済みの異常報知指定コマンドとが同じ優先順位である場合または新たに受信した異常報知
指定コマンドが先に受信済みの異常報知指定コマンドよりも優先順位が低い場合（たとえ
ば、図５３のステップＳ３００１、図５４のステップＳ３０１０、図５５のステップＳ３
０２０、図５６のステップＳ３０４１でいずれかの異常報知指定コマンドが受信されたと
きに、図５３のステップＳ３００１Ｃ、図５４のステップＳ３０１１Ｃ、図５５のステッ
プＳ３０２１Ｃ、図５６のステップＳ３０４１Ｃでいずれかの異常が報知中であると判断
された場合、図５３のステップＳ３００１Ｄ、図５４のステップＳ３０１１Ｄ、図５５の
ステップＳ３０２１Ｄ、図５６のステップＳ３０４１Ｄで報知中の異常よりも受信された
異常報知指定コマンドの異常の優先順位が高くないと判断された場合）に、（たとえば、
受信された異常の報知は開始されず保留され、図５３のステップＳ３００１Ｇ、図５４の
ステップＳ３０１１Ｇ，ステップＳ３０１４、図５５のステップＳ３０２１Ｇ，ステップ
Ｓ３０２５、図５６のステップＳ３０４１Ｇ，ステップＳ３０４４で異常報知期間のみが
開始され、）先に受信済みの異常報知指定コマンドに基づく報知が終了した時点で、新た
に受信した異常報知指定コマンドに基づいた異常報知の報知許容期間が経過していなけれ
ば（たとえば、図５４のステップＳ３００６、図５５のステップＳ３０１６、図５６のス
テップＳ３０３６で異常報知タイマが減算され、図５３のステップＳ３００１Ａ、図５４
のステップＳ３０１１Ａ、図５５のステップＳ３０２１Ａ、図５６のステップＳ３０４１
Ａで未だ異常報知期間であると判断されているときに、図５３のステップＳ３００１Ｃ、
図５４のステップＳ３０１１Ｃ、図５５のステップＳ３０２１Ｃ、図５６のステップＳ３
０４１Ｃで優先順位の高い報知中の異常が行なわれていない、つまり終了したと判断され
た場合）、新たに受信した異常報知指定コマンドに基づく報知を開始し（たとえば、図５
３のステップＳ３００２、図５４のステップＳ３０１２、図５５のステップＳ３０２２，
ステップＳ３０２３、図５６のステップＳ３０４２で開始が保留されていた異常報知が開
始される。）、
　　異常報知指定コマンドを受信した際、初期化報知手段が初期化報知を実行している場
合（たとえば、図５３のステップＳ３００１、図５４のステップＳ３０１０、図５５のス
テップＳ３０２０、図５６のステップＳ３０４１でいずれかの異常報知指定コマンドが受
信されたときに、図５３のステップＳ３００１Ｂ、図５４のステップＳ３０１１Ｂ、図５
５のステップＳ３０２１Ｂ、図５６のステップＳ３０４１Ｂで初期化報知中であると判断
された場合）に、（たとえば、受信された異常の報知は開始されず保留され、図５３のス
テップＳ３００１Ｇ、図５４のステップＳ３０１１Ｇ，ステップＳ３０１４、図５５のス
テップＳ３０２１Ｇ，ステップＳ３０２５、図５６のステップＳ３０４１Ｇ，ステップＳ
３０４４で異常報知期間のみが開始され、）初期化報知が終了した時点で、受信した異常
報知指定コマンドに基づいた異常報知の報知許容期間が経過していなければ（たとえば、
図５４のステップＳ３００６、図５５のステップＳ３０１６、図５６のステップＳ３０３
６で異常報知タイマが減算され、図５３のステップＳ３００１Ａ、図５４のステップＳ３
０１１Ａ、図５５のステップＳ３０２１Ａ、図５６のステップＳ３０４１Ａで未だ異常報
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知期間であると判断されているときに、図５３のステップＳ３００１Ｂ、図５４のステッ
プＳ３０１１Ｂ、図５５のステップＳ３０２１Ｂ、図５６のステップＳ３０４１Ｂで初期
化報知中でない、つまり初期化報知が終了したと判断された場合）、受信した異常報知指
定コマンドに基づく報知を開始する（たとえば、図５３のステップＳ３００２、図５４の
ステップＳ３０１２、図５５のステップＳ３０２２，ステップＳ３０２３、図５６のステ
ップＳ３０４２で開始が保留されていた異常報知が開始される。）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　そのような構成により、初期化処理が実行されたときに初期化報知と可動部材の初期動
作とにかかる電力消費を分散することができる。また、識別情報の可変表示が実行される
場合であっても可動部材の初期動作を実行することができる。
（手段３）本発明による遊技機のさらに他の態様は、遊技媒体（たとえば、遊技球）の入
賞によって遊技価値を付与可能な入賞領域（たとえば、始動入賞口１４、大入賞口）を有
する遊技機であって、入賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な入賞検出部（たとえば、
始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３）と、入賞領域に入賞した後に入賞検出部
を通過した遊技媒体を検出可能な入賞確認部（たとえば、入賞確認１スイッチ１４ｂ、入
賞確認２スイッチ２３ｂ）と、入賞検出部で検出された遊技媒体の数と入賞確認部で検出
された遊技媒体の数との差分が所定数（たとえば、１０個）以上となる差分異常（たとえ
ば、排出異常）が発生したことに基づいて、異常情報（たとえば、セキュリティ信号）を
外部出力する外部出力手段（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０における
ステップＳ１０６８Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行する部分）と、差
分異常が発生したことに基づいて異常報知（たとえば、排出異常報知）を実行する異常報
知手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ３００１
～Ｓ３００３を実行する部分）と、遊技機への電力供給が停止しても少なくとも差分異常
が発生したことを示す情報（たとえば、排出異常フラグ）を所定期間保持可能な記憶手段
（たとえば、バックアップＲＡＭとしてのＲＡＭ５５）と、遊技機への電力供給が開始さ
れたときに、所定条件の成立（たとえば、クリアスイッチのオン）に基づいて記憶手段の
記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段（たとえば、遊技制御用マイクロ
コンピュータ５６０におけるステップＳ１０を実行する部分）とを備え、外部出力手段は
、異常情報を外部出力しているときに遊技機への電力供給が停止し電力供給が再開された
場合には、初期化手段によって初期化処理が実行されたか否かに応じて、遊技機への電力
供給が再開されてから異なる期間にわたって異常情報を外部出力し（たとえば、遊技制御
用マイクロコンピュータ５６０は、初期化処理を実行した場合には、ステップＳ１４ａで
セキュリティ信号情報タイマをセットしたことに基づいて、ステップＳ１０６９～Ｓ１０
７４，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、セキュリティ信号を３０秒間出力し、初期化
処理を実行せずにステップＳ９１，９２の停電復帰処理を実行した場合には、排出異常フ
ラグがバックアップＲＡＭにバックアップされていることに基づいて、ステップＳ１０６
８Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、次に初期化処理が実行される
までセキュリティ信号の出力を継続する）、異常報知手段は、異常報知を実行していると
きに遊技機への電力供給が停止し、初期化手段によって初期化処理が実行されることなく
遊技機への電力供給が再開された場合には、異常報知を実行しない（たとえば、排出異常
報知の実行中に電源供給が停止しても、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技
機への電源供給の再開後に排出異常報知指定コマンドを再送するなどの処理を行なわず、
演出制御用マイクロコンピュータ１００は、電源復旧後には排出異常報知を再開しない）
ことを特徴とする。そのような構成により、異常報知を実行しているときに遊技機への電
力供給が停止して再度電力供給が開始されたときに、初期化処理を実行して遊技機が起動
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した場合であるか、差分異常の発生後に遊技機が再起動した場合であるかを外部から認識
可能とすることができる。
（手段４）手段３において、外部出力手段は、異常情報を外部出力しているときに遊技機
への電力供給が停止し電力供給が再開された場合に、初期化手段によって初期化処理が実
行された場合には所定期間（たとえば、３０秒間）が経過するまで異常情報を外部出力し
（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、初期化処理を実行した場合には
、ステップＳ１４ａでセキュリティ信号情報タイマをセットしたことに基づいて、ステッ
プＳ１０６９～Ｓ１０７４，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、セキュリティ信号を３
０秒間出力する）、初期化手段によって初期化処理が実行されなかった場合には初期化処
理が実行されるまで異常情報を外部出力する（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュー
タ５６０は、初期化処理を実行せずにステップＳ９１，９２の停電復帰処理を実行した場
合には、排出異常フラグがバックアップＲＡＭにバックアップされていることに基づいて
、ステップＳ１０６８Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、次に初期
化処理が実行されるまでセキュリティ信号の出力を継続する）ように構成されていてもよ
い。そのような構成によれば、初期化処理を実行して遊技機が起動した場合であるか、差
分異常の発生後に遊技機が再起動した場合であるかを容易に外部から認識可能とすること
ができる。
（手段５）手段３または手段４において、入賞領域に遊技媒体が入賞不可能な閉鎖状態と
遊技媒体が入賞容易な開放状態とに変化可能な可変入賞装置（たとえば、可変入賞球装置
１５、特別可変入賞球装置２０）と、可変入賞装置が閉鎖状態であるときに入賞領域に遊
技媒体が入賞する異常入賞が発生したか否かを判定する異常入賞判定手段（たとえば、遊
技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２５１～Ｓ２５４，Ｓ２６１～
Ｓ２６４を実行する部分）とを備え、外部出力手段は、異常入賞判定手段によって異常入
賞が発生したと判定された場合にも、差分異常が発生した場合と共通の出力端子（たとえ
ば、ターミナル基板１６０の共通のコネクタＣＮ８）を用いて異常情報（たとえば、セキ
ュリティ信号）を外部出力可能であり（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６
０におけるステップＳ２５５，Ｓ２６５，Ｓ１０６９～Ｓ１０７４，Ｓ１１０２，Ｓ１１
０３を実行する部分）、異常入賞が発生したことに基づいて異常情報を外部出力している
ときに差分異常が発生した場合には、差分異常の発生に基づく異常情報の外部出力の制御
に切り替える（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、ステップＳ１０６
９～Ｓ１０７４，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３の処理を実行してセキュリティ信号を出力して
いるときに、排出異常フラグがセットされた場合には、以降、ステップＳ１０６８Ａ～Ｓ
１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３の処理を実行してセキュリティ信号を出力する制御
に切り替える）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、差分異常の発生
だけでなく異常入賞の発生も外部から認識可能とするとともに、出力端子の共通化によっ
て差分異常や異常入賞の発生を認識可能とするための機構の部品数の増加や配線作業の複
雑化を防ぐことができる。
（手段６）手段３から手段５のうちのいずれかにおいて、入賞領域に遊技媒体が入賞不可
能な閉鎖状態と遊技媒体が入賞容易な開放状態とに変化可能な可変入賞装置（たとえば、
可変入賞球装置１５、特別可変入賞球装置２０）と、可変入賞装置が閉鎖状態であるとき
に入賞領域に遊技媒体が入賞する異常入賞が発生したか否かを判定する異常入賞判定手段
（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２５１～Ｓ２５
４，Ｓ２６１～Ｓ２６４を実行する部分）とを備え、異常報知手段は、異常入賞判定手段
によって異常入賞が発生したと判定された場合にも異常報知（たとえば、異常入賞１報知
、異常入賞２報知）を実行可能であり（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０におけるステップＳ３００５～Ｓ３０２５を実行する部分）、異常入賞が発生した場合
には、第１態様の異常報知を実行し（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００
は、ステップＳ３０１２を実行することによりランプのみを用いた異常入賞１報知を実行
する）、差分異常が発生した場合には、第１態様と比較して外部から認識しやすい第２態
様の異常報知を実行する（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステッ
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プＳ３０２２，Ｓ３０２３を実行することによりランプおよび音を用いた異常入賞２報知
を実行する）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば、緊急性が高い差分
異常をより目立つ態様で報知することができる。
（手段７）本発明による遊技機のさらに他の態様は、遊技媒体（たとえば、遊技球）の入
賞によって遊技価値を付与可能な入賞領域（たとえば、始動入賞口１４、大入賞口）を有
する遊技機であって、入賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な入賞検出部（たとえば、
始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３）と、入賞領域に入賞した後に入賞検出部
を通過した遊技媒体を検出可能な入賞確認部（たとえば、入賞確認１スイッチ１４ｂ、入
賞確認２スイッチ２３ｂ）と、入賞領域に遊技媒体が入賞不可能な閉鎖状態と遊技媒体が
入賞容易な開放状態とに変化可能な可変入賞装置（たとえば、可変入賞球装置１５、特別
可変入賞球装置２０）と、可変入賞装置が閉鎖状態であるときに入賞領域に遊技媒体が入
賞する異常入賞が発生したか否かを判定する異常入賞判定手段（たとえば、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２５１～Ｓ２５４，Ｓ２６１～Ｓ２６４を
実行する部分）と、入賞検出部で検出された遊技媒体の数と入賞確認部で検出された遊技
媒体の数との差分が所定数（たとえば、１０個）以上となる差分異常（たとえば、排出異
常）が発生したことに基づいて、異常情報（たとえば、セキュリティ信号）を外部出力す
る外部出力手段（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ
１０６８Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行する部分）と、異常入賞判定
手段が異常入賞が発生したと判定したことに基づいて異常入賞報知（たとえば、異常入賞
１報知、異常入賞２報知）を実行する異常入賞報知手段（たとえば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００におけるステップＳ３００５～Ｓ３０２５を実行する部分）と、差分
異常が発生したことに基づいて異常報知（たとえば、排出異常報知）を実行する異常報知
手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ３００１～
Ｓ３００３を実行する部分）と、遊技機への電力供給が停止しても少なくとも差分異常が
発生したことを示す情報（たとえば、排出異常フラグ）を所定期間保持可能な記憶手段（
たとえば、バックアップＲＡＭとしてのＲＡＭ５５）と、遊技機への電力供給が開始され
たときに、所定条件の成立（たとえば、クリアスイッチのオン）に基づいて記憶手段の記
憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段（たとえば、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０におけるステップＳ１０を実行する部分）とを備え、外部出力手段は、
異常情報を外部出力しているときに遊技機への電力供給が停止し電力供給が再開された場
合には、初期化手段によって初期化処理が実行されたか否かに応じて、遊技機への電力供
給が再開されてから異なる期間にわたって異常情報を外部出力し（たとえば、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、初期化処理を実行した場合には、ステップＳ１４ａでセ
キュリティ信号情報タイマをセットしたことに基づいて、ステップＳ１０６９～Ｓ１０７
４，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、セキュリティ信号を３０秒間出力し、初期化処
理を実行せずにステップＳ９１，９２の停電復帰処理を実行した場合には、排出異常フラ
グがバックアップＲＡＭにバックアップされていることに基づいて、ステップＳ１０６８
Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、次に初期化処理が実行されるま
でセキュリティ信号の出力を継続する）、異常入賞報知手段は、可変入賞装置が閉鎖状態
であるときに入賞領域に遊技媒体が第１所定数（たとえば、２０個）入賞した場合には、
第１態様の異常入賞報知を実行し（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は
、ステップＳ３０１２を実行することによりランプのみを用いた異常入賞１報知を実行す
る）、可変入賞装置が閉鎖状態であるときに入賞領域に遊技媒体が第１所定数より多い第
２所定数（たとえば、５０個）入賞した場合には、第１態様とは異なる第２態様の異常入
賞報知を実行し（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３０
２２，Ｓ３０２３を実行することによりランプおよび音を用いた異常入賞２報知を実行す
る）、異常報知手段は、異常報知を実行しているときに遊技機への電力供給が停止し、初
期化手段によって初期化処理が実行されることなく遊技機への電力供給が再開された場合
には、異常報知を実行しない（たとえば、排出異常報知の実行中に電源供給が停止しても
、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、遊技機への電源供給の再開後に排出異常報
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知指定コマンドを再送するなどの処理を行なわず、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０は、電源復旧後には排出異常報知を再開しない）ことを特徴とする。そのような構成に
より、異常報知を実行しているときに遊技機への電力供給が停止して再度電力供給が開始
されたときに、初期化処理を実行して遊技機が起動した場合であるか、差分異常の発生後
に遊技機が再起動した場合であるかを外部から認識可能とすることができる。
（手段８）手段７において、異常入賞報知手段は、第１態様の異常入賞報知として第１演
出手段（たとえば、ランプ）を用いた異常入賞報知を実行し（たとえば、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、ステップＳ３０１２を実行することによりランプのみを用い
た異常入賞１報知を実行する）、第２態様の異常入賞報知として第１演出手段（たとえば
、ランプ）および第２演出手段（たとえば、スピーカ２７）を用いた異常入賞報知を実行
する（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３０２２，Ｓ３
０２３を実行することによりランプおよび音を用いた異常入賞２報知を実行する）ように
構成されていてもよい。そのような構成によれば、可変入賞装置が閉鎖状態であるときに
入賞領域へのより多くの入賞を検出した緊急性が高い異常入賞をより目立つ態様で報知す
ることができる。
（手段９）本発明による遊技機のさらに他の態様は、遊技媒体（たとえば、遊技球）の入
賞によって遊技価値を付与可能な入賞領域（たとえば、始動入賞口１４、大入賞口）を有
する遊技機であって、入賞領域に入賞した遊技媒体を検出可能な入賞検出部（たとえば、
始動口スイッチ１４ａ、カウントスイッチ２３）と、入賞領域に入賞した後に入賞検出部
を通過した遊技媒体を検出可能な入賞確認部（たとえば、入賞確認１スイッチ１４ｂ、入
賞確認２スイッチ２３ｂ）と、入賞領域に遊技媒体が入賞不可能な閉鎖状態と遊技媒体が
入賞容易な開放状態とに変化可能な可変入賞装置（たとえば、可変入賞球装置１５、特別
可変入賞球装置２０）と、可変入賞装置が閉鎖状態であるときに入賞領域に遊技媒体が入
賞する異常入賞が発生したか否かを判定する異常入賞判定手段（たとえば、遊技制御用マ
イクロコンピュータ５６０におけるステップＳ２５１～Ｓ２５４，Ｓ２６１～Ｓ２６４を
実行する部分）と、入賞検出部で検出された遊技媒体の数と入賞確認部で検出された遊技
媒体の数との差分が所定数（たとえば、１０個）以上となる差分異常（たとえば、排出異
常）が発生したことに基づいて、異常情報（たとえば、セキュリティ信号）を外部出力す
る外部出力手段（たとえば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ
１０６８Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行する部分）と、異常入賞判定
手段が異常入賞が発生したと判定したことに基づいて異常入賞報知（たとえば、異常入賞
１報知、異常入賞２報知）を実行する異常入賞報知手段（たとえば、演出制御用マイクロ
コンピュータ１００におけるステップＳ３００５～Ｓ３０２５を実行する部分）と、差分
異常が発生したことに基づいて異常報知（たとえば、排出異常報知）を実行する異常報知
手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ３００１～
Ｓ３００３を実行する部分）と、遊技機への電力供給が停止しても少なくとも差分異常が
発生したことを示す情報（たとえば、排出異常フラグ）を所定期間保持可能な記憶手段（
たとえば、バックアップＲＡＭとしてのＲＡＭ５５）と、遊技機への電力供給が開始され
たときに、所定条件の成立（たとえば、クリアスイッチのオン）に基づいて記憶手段の記
憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段（たとえば、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０におけるステップＳ１０を実行する部分）とを備え、外部出力手段は、
異常情報を外部出力しているときに遊技機への電力供給が停止し電力供給が再開された場
合には、初期化手段によって初期化処理が実行されたか否かに応じて、遊技機への電力供
給が再開されてから異なる期間にわたって異常情報を外部出力し（たとえば、遊技制御用
マイクロコンピュータ５６０は、初期化処理を実行した場合には、ステップＳ１４ａでセ
キュリティ信号情報タイマをセットしたことに基づいて、ステップＳ１０６９～Ｓ１０７
４，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、セキュリティ信号を３０秒間出力し、初期化処
理を実行せずにステップＳ９１，９２の停電復帰処理を実行した場合には、排出異常フラ
グがバックアップＲＡＭにバックアップされていることに基づいて、ステップＳ１０６８
Ａ～Ｓ１０６８Ｃ，Ｓ１１０２，Ｓ１１０３を実行して、次に初期化処理が実行されるま
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でセキュリティ信号の出力を継続する）、異常入賞報知手段は、可変入賞装置が閉鎖状態
であるときに入賞領域に遊技媒体が第１所定数（たとえば、２０個）入賞した場合には、
異常入賞が発生したと判定されてから所定期間（たとえば、３１秒間）経過後に異常入賞
報知の実行を終了し（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ
３００５～Ｓ３０１４を実行することにより異常入賞１報知を３１秒間実行する）、可変
入賞装置が閉鎖状態であるときに入賞領域に遊技媒体が第１所定数より多い第２所定数（
たとえば、５０個）入賞した場合には、異常入賞が発生したと判定されてから所定期間よ
りも長い特定期間（たとえば、３００秒間）経過後に異常入賞報知の実行を終了し（たと
えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３０１５～Ｓ３０２５を実
行することにより異常入賞２報知を３００秒間実行する）、異常報知手段は、異常報知を
実行しているときに遊技機への電力供給が停止し、初期化手段によって初期化処理が実行
されることなく遊技機への電力供給が再開された場合には、異常報知を実行しない（たと
えば、排出異常報知の実行中に電源供給が停止しても、遊技制御用マイクロコンピュータ
５６０は、遊技機への電源供給の再開後に排出異常報知指定コマンドを再送するなどの処
理を行なわず、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、電源復旧後には排出異常報知
を再開しない）ことを特徴とする。そのような構成により、異常報知を実行しているとき
に遊技機への電力供給が停止して再度電力供給が開始されたときに、初期化処理を実行し
て遊技機が起動した場合であるか、差分異常の発生後に遊技機が再起動した場合であるか
を外部から認識可能とすることができる。
（手段１０）手段９において、異常入賞報知手段は、所定期間が経過するまで異常入賞報
知を実行する場合には、第１演出手段（たとえば、ランプ）を用いた異常入賞報知を実行
し（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３０１２を実行す
ることによりランプのみを用いた異常入賞１報知を実行する）、特定期間が経過するまで
異常入賞報知を実行する場合には、第１演出手段（たとえば、ランプ）および第２演出手
段（たとえば、スピーカ２７）を用いた異常入賞報知を実行する（たとえば、演出制御用
マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３０２２，Ｓ３０２３を実行することにより
ランプおよび音を用いた異常入賞２報知を実行する）ように構成されていてもよい。その
ような構成によれば、可変入賞装置が閉鎖状態であるときに入賞領域へのより多くの入賞
を検出した緊急性が高い異常入賞をより目立つ態様で報知することができる。
（手段１１）本発明による遊技機のさらに他の態様は、所定の遊技を実行可能な遊技機で
あって、所定の動作を行なう可動部材（たとえば、第２の実施の形態における可動部材７
８や演出羽根役物７９ａ，７９ｂなどの役物）と、遊技機への電力供給が停止しても所定
期間記憶内容を保持可能であり、制御を行なう際に発生する変動データを記憶する変動デ
ータ記憶手段（たとえば、バックアップＲＡＭとしてのＲＡＭ５５）と、遊技機への電力
供給が開始されたときに、所定条件の成立（たとえば、クリアスイッチのオン）に基づい
て変動データ記憶手段の記憶内容を初期化する初期化処理を実行する初期化手段（たとえ
ば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ１０を実行する部分）と
、初期化手段によって初期化処理が実行されたことに基づいて、初期化報知を実行する初
期化報知手段（たとえば、第２の実施の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ
１００におけるステップＳ３１０１～Ｓ３１１１を実行する部分）と、遊技機への電力供
給が開始されたことに基づいて、可動部材の初期動作を実行する初期動作実行手段（たと
えば、第２の実施の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステ
ップＳ７０８を実行する部分）とを備え、初期動作実行手段は、初期化報知手段による初
期化報知の実行を終了した後に、可動部材の初期動作を実行する（たとえば、第２の実施
の形態において、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３５０２でＹと
判定したことを条件にステップＳ３５０３以降の処理に移行して役物の初期動作を実行す
る）ことを特徴とする。そのような構成により、初期化処理が実行されたときに初期化報
知と可動部材の初期動作とにかかる電力消費を分散することができる。
（手段１２）手段１１において、遊技中に少なくとも音出力手段（たとえば、スピーカ２
７）を用いた音出力による演出（たとえば、音出力を伴う演出図柄の変動表示）を実行可
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能な演出実行手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップ
Ｓ８０１～Ｓ８０３を実行する部分）を備え、初期化報知手段は、音出力手段を用いた音
出力を伴う初期化報知を実行し（たとえば、第２の実施の形態において、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、ステップＳ３１０８を実行して、音を用いた初期化報知を実
行する）、演出実行手段は、初期化報知が実行されているときには、音出力手段を用いた
音出力による演出を実行しない（たとえば、第２の実施の形態において、演出制御用マイ
クロコンピュータ１００は、ステップＳ８２６１，Ｓ８４８１でＹのときステップＳ８２
６２，Ｓ８４８２を実行することにより、演出図柄の変動表示を実行する場合であっても
初期化報知の音出力を継続する）ように構成されていてもよい。そのような構成によれば
、初期化報知と音出力手段を用いた音出力による演出とが重複したタイミングで実行され
ることを防止し、電力消費が集中してしまうことを防止することができる。
（手段１３）手段１１または手段１２において、遊技中に少なくとも発光手段（たとえば
、ランプ）を用いた発光表示による演出（たとえば、ランプ表示を伴う演出図柄の変動表
示）を実行可能な演出実行手段（たとえば、演出制御用マイクロコンピュータ１００にお
けるステップＳ８０１～Ｓ８０３を実行する部分）を備え、初期化報知手段は、発光手段
を用いた発光表示を伴う初期化報知を実行し（たとえば、第２の実施の形態において、演
出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ３１０９を実行して、ランプを用い
た初期化報知を実行する）、演出実行手段は、初期化報知が実行されているときには、発
光手段を用いた発光表示による演出を実行しない（たとえば、第２の実施の形態において
、演出制御用マイクロコンピュータ１００は、ステップＳ８２６１，Ｓ８４８１でＹのと
きステップＳ８２６２，Ｓ８４８２を実行することにより、演出図柄の変動表示を実行す
る場合であっても初期化報知のランプ表示を継続する）ように構成されていてもよい。そ
のような構成によれば、初期化報知と発光手段を用いた発光表示による演出とが重複した
タイミングで実行されることを防止し、電力消費が集中してしまうことを防止することが
できる。
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